
 放射線防護の原則の２つ目は防護の最適化です。放射線を伴う行為のメリットが放
射線のリスクを上回る場合は、合理的に達成可能な限り被ばく量を減らして、放射線
を利用します。この原則は、英語の頭文字から「ALARA（アララ）の原則」と呼ば
れています。防護の最適化とは、社会・経済的なバランスも考慮しつつ、できるだけ
被ばくを少なくするよう努力するということで、必ずしも被ばくを最小化するという
ことではありません。  
  防護の最適化を進めるために利用されるのが、線量拘束値や参考レベルです。例え

ば、除染等によって特定の線源からの個人に対する線量を制限する際の目安として、
参考レベルが用いられています。  
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